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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、ULBP2を低発現もしくは高発現する２種類の細胞株を用い、マクロライド系抗
菌薬の一つであるクラリスロマイシンのULBP2発現および、そのsheddingを行う酵素である
ADAM10、ADAM17への影響を、real-time PCR法、flow cytometry法、ELISA法などを用いて
検討したものである。その結果、クラリスロマイシンはULBP2とADAM17の遺伝子発現を誘導
するほか、ADAM17の活性を低下させることにより、NKT細胞などを活性化する細胞表面ULBP2
の発現を誘導し、一方でNKT細胞などの活性を低下させる可溶化ULBP2は減少させることが
明らかになった。本論文の内容は、マクロライド系抗菌薬の抗菌活性とは異なる緑膿菌排
除作用の新たな機序を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
